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■
先
進
地
視
察
（
紋
別
市
、
当

麻
町
、
旭
川
市
）
を
実
施
し
て

　

８
月
６
日
か
ら
８
月
７
日
ま

で
議
員
８
人
、
随
行
員
１
人
で

３
カ
所
の
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

１
、
紋
別
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
（
紋
別
市
）
は
平
成
25
年
、

住
友
林
業
と
住
友
共
同
電
力
の

出
資
に
よ
る
日
本
最
大
（
５
万

Ｋ
ｗ
）
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

と
し
て
開
設
さ
れ
、
港
の
土
地

の
有
効
活
用
、
約
60
人
程
度
の

雇
用
、
原
料
の
チ
ッ
プ
を
搬
入

す
る
輸
送
業
界
、
燃
料
業
界
も

潤
い
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

あ
る
こ
と
に
よ
り
環
境
都
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

２
、く
る
み
な
の
木
遊
館（
当

麻
町
）
は
平
成
28
年
、
障
が
い

者
の
就
労
の
場
お
よ
び
当
麻
町

の
木
育
拠
点
施
設
と
し
て
社
会

福
祉
法
人
が
町
の
委
託
を
受
け

運
営
。建
物
は
町
有
材
を
使
用
。

　

こ
の
施
設
に
は
簡
易
的
な
宿

泊
施
設
も
併
設
し
て
お
り
、
福

祉
や
木
育
を
学
ぶ
大
学
生
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
、林
産
試
験
場
（
旭
川
市
）

は
昭
和
25
年
、「
道
立
林
業
指

導
所
」
と
し
て
開
設
。
平
成
22

年
に
「
林
産
試
験
場
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
業
務
内
容
は
、①
木
材
・

木
製
品
の
生
産
と
流
通
の
高
度

化
の
た
め
の
研
究
開
発 

②
木

材
・
木
製
品
の
安
全
性
、
信
頼

性
、
機
能
性
向
上
の
た
め
の
研

究
開
発 

③
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

の
総
合
利
用
推
進
の
た
め
の
研

究
開
発 

④
き
の
こ
の
価
値
向

上
の
た
め
の
研
究
開
発
な
ど
で

す
。
ま
た
、
民
間
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
試
験
・
分
析
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
視
察
を
生
か
し
、森
林
・

林
業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
議

員
連
盟
は
、
市
の
林
産
業
の
発

展
の
可
能
性
に
つ
い
て
、調
査
・

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟からの報告

▲林産試験場（旭川市）で説明を受ける議員

■
大
雨
被
災
状
況
、
被
災
対

応
を
確
認
す
る
現
地
視
察

　

降
雨
量
が
観
測
史
上
最
高

と
な
っ
た
７
月
３
日
の
大
雨

に
よ
り
農
業
、
土
木
、
水
産
、

衛
生
関
係
な
ど
大
き
な
被
災

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

第
１
常
任
委
員
会
で
は
、

上
水
道
施
設
の
被
災
状
況
と

市
内
の
土
砂
崩
れ
現
場
を
視

察
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
新

信
砂
浄
水
場
（
増
毛
町
新
信

砂
）
は
、
山
田
の
沢
川
右
岸

側
が
、
増
水
に
よ
り
導
水
管

路
が
洗
堀
さ
れ
露
出
し
た
た

め
、
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
沖
見
配
水
場

で
は
、
災
害
時
の
配
水
場
の

機
能
と
し
て
、
２
号
配
水
池

が
給
水
拠
点
と
な
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

見
晴
39
号
通
り
土
砂
崩
れ
現

場
を
視
察
。
高
さ
10
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
法
面
崩
壊
な
ど
延

長
25
メ
ー
ト
ル
が
被
災
し
ま

し
た
。
今
後
、
復
旧
工
事
を

行
う
が
、
日
常
の
定
期
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
の
励
行
と
、
大

雨
時
に
お
け
る
緊
急
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
、
安
全
性
を

確
認
し
て
い
る
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

■
留
萌
市
立
病
院
に
お
け
る

胆
振
東
部
地
震（
停
電
障
害
）

の
災
害
対
応
に
つ
い
て

　

停
電
発
災
後
、
臨
時
対
策

本
部
を
設
置
。
停
電
時
に
お

け
る
電
力
供
給
体
制
に
切
り

替
え
、
発
電
量
に
対
す
る
使

用
電
力
の
見
込
み
を
基
に
一

般
外
来
診
療
は
、
不
調
な
方

や
薬
の
処
方
が
必
要
な
方
に

制
限
。
救
急
外
来
は
、
通
常

体
制
と
し
た
。
ま
た
、
停
電

に
よ
り
照
明
制
御
シ
ス
テ
ム

盤
の
基
盤
が
故
障
。

　

改
修
費
用
７
３
９
万
８
千

円
を
国
の
補
助
金
申
請
を
し

て
い
る
こ
と
な
ど
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
「
自
家
発
電
・

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
（
電
力
熱
を
同
時
に

生
産
す
る
）
は
適
正
に
運
用

で
き
た
か
」
と
質
問
。「
稼

働
し
た
が
院
内
の
医
療
機
器

な
ど
の
電
力
量
の
把
握
が
甘

く
不
安
は
あ
っ
た
。今
後
は
、

自
家
発
電
の
電
力
に
よ
る
病

院
機
能
の
維
持
が
現
状
の
使

用
機
器
で
ど
の
程
度
ま
で
可

能
な
の
か
（
使
用
制
限
の
範

囲
）
再
確
認
と
更
新
管
理
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
」
と

答
弁
を
受
け
ま
し
た
。

第２常任委員会からの報告 第１常任委員会からの報告

▲留萌市立病院の非常用自家発
電設備

▲法面が崩壊した見晴39号通り
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留
萌
市
議
会
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
、
議
員
定
数
を
現
行

の
16
人
か
ら
２
人
削
減
の
14
人

と
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
市

議
会
議
員
定
数
条
例
の
改
正
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

議
員
定
数
に
関
す
る
協
議

は
、
昨
年
９
月
に
議
員
全
員
で

構
成
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
１
年
間
に
７
回
の
特
別
委

員
会
と
10
回
の
小
委
員
会
の
開

催
を
経
て
、
議
案
提
出
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
３
月
に
は
市
民

１
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
議

員
定
数
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
３
７
５
人
の
回
答
の

結
果
は
、
現
状
の
「
16
人
は
多

い
」
が
64
％
、「
現
状
の
ま
ま

で
良
い
」
が
34
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

６
月
29
日
に
は
「
市
民
と
議

会
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
。

神
原
勝
北
海
道
大
学
名
誉
教
授

の
基
調
講
演
と
グ
ル
ー
プ
別
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
「
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換

会
」
の
意
見
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
結
果
な
ど
を
参
考
に
類
似
都

市
の
状
況
、
将
来
人
口
、
留
萌

市
議
会
に
お
け
る
活
動
状
況
を

鑑
み
最
終
議
論
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
合
意
形
成
が
得
ら
れ
ず
、

表
決
の
結
果
、定
数
増
が
０
人
、

現
状
維
持
が
６
人
、
削
減
が
９

人
と
な
り
、
削
減
す
る
こ
と
に

決
定
。
そ
の
後
の
議
論
で
、
２

人
削
減
と
す
る
こ
と
で
、
条
例

改
正
案
の
議
案
提
出
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
２
人

削
減
の
議
案
提
出
者「
萌
政
会
」

「
萌
芽
ク
ラ
ブ
」「
留
萌
公
明

党
」
の
各
会
派
を
代
表
し
て
珍

田
亮
子
議
員
（
萌
政
会
）
が
提

出
理
由
を
説
明
。
こ
の
説
明
に

対
し
て
、
現
状
維
持
を
唱
え
る

野
呂
照
幸
議
員
（
民
主
）、
坂

本
茂
議
員
（
無
会
派
）、
米
倉

靖
夫
議
員
（
無
会
派
）
が
質
問

し
、議
論
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

現
状
維
持
の
坂
本
茂
議
員
（
無

会
派
）
の
反
対
討
論
、
２
人
削

減
を
主
張
す
る
鵜
城
雪
子
議
員

（
萌
政
会
）
の
賛
成
討
論
の
後
、

起
立
採
決
を
行
い
、
賛
成
多
数

で
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
は「
２
人
削
減
」

16
人
か
ら
14
人
に
決
定

▲議員定数削減が決定した留萌市議会
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鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子

萌
　
政
　
会

質
問

病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て

　

病
児
保
育
は
、
保
育
所
に
通
所
し
て
い
る

子
ど
も
が
病
気
の
場
合
、
保
護
者
に
代
っ
て

看
護
師
や
保
育
士
が
一
時
的
に
子
ど
も
を
預

か
る
事
業
で
、
働
く
保
護
者
に
と
っ
て
安
心

し
て
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
の
貴
重
な
子
育

て
支
援
策
で
あ
る
。
市
は
、
今
年
度
内
に
留

萌
市
立
病
院
に
隣
接
す
る
旧
学
習
セ
ン
タ
ー

内
に
開
設
す
る
予
定
だ
が
、
こ
の
事
業
の
実

施
さ
れ
る
時
期
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

お
聞
き
し
た
い
。

▲開設予定場所の旧学習センター（東雲診
療所）

答
弁

現
在
の
と
こ
ろ
、
何
月
と
は
特
定
は

で
き
な
い
。場
所
は
旧
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、病

院
を
主
と
す
る
た
め
看
護
師
の
目
途
は
つ
い

た
が
、保
育
士
の
確
保
が
で
き
て
い
な
い
。現

在
の
保
育
士
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
可
能
か
、

一
人
増
や
し
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
か

な
ど
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
予
算
を
伴
う

の
で
、
議
会
等
に
も
相
談
し
、
年
度
内
に
は

開
設
し
た
い
。

質
問

冬
に
向
け
て
の
雪
対
策
に
つ
い
て

　

昨
年
の
積
雪
は
平
年
の
２
倍
近
く
に
な
り
、

除
雪
対
策
費
も
過
去
最
高
の
７
億
円
を
超
え

た
が
、
今
後
は
、
雪
堆
積
場
の
確
保
や
、
現

在
の
雪
捨
て
場
の
時
間
の
拡
大
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、

市
道
に
も
関
わ
ら
ず
除
雪
の
入
ら
な
い
住
民

の
た
め
に
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
事
が
で

き
な
い
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

雪
堆
積
場
は
公
園
や
空
き
地
利
用
可

能
な
所
は
堆
積
場
と
し
て
確
保
し
て
き
た
が
、

除
雪
委
託
業
者
や
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
新
た
な
確
保
に
努
め
た
い
。

　

雪
捨
て
場
の
時
間
拡
大
は
、
安
全
確
保
が

一
番
で
あ
り
日
没
後
は
危
険
で
あ
り
、
平
成

27
年
よ
り
閉
鎖
時
間
を
午
後
６
時
か
ら
午
後

５
時
に
短
縮
し
た
。
利
用
者
か
ら
の
時
間
拡

大
の
要
望
は
ご
く
一
部
で
あ
っ
た
た
め
、
今

の
と
こ
ろ
拡
大
は
計
画
し
て
い
な
い
。

　

市
道
に
認
定
し
て
い
て
も
除
雪
基
準
に
よ

り
除
雪
が
で
き
な
い
所
が
あ
る
。
で
き
る
範

囲
の
こ
と
は
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
理

解
願
い
た
い
。

燕つ
ば
め　

　

昌ま
さ
か
つ克

萌
　
政
　
会

質
問

道
の
駅
基
本
構
想
素
案
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
中
に
登
録
を
目
指
す
道
の
駅

基
本
構
想
素
案
を
８
月
に
公
表
し
、
背
景
や

目
的
、基
本
方
針
、施
設
整
備
の
考
え
方
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
道
の
駅
の
利
用
者
の

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
観
光
客
な
の
か
、
地
域

住
民
な
の
か
を
お
聞
き
す
る
。
地
域
の
特
産

品
や
農
水
産
品
の
販
売
は
、
新
た
に
建
設
す

る
公
共
施
設
な
の
か
、
そ
れ
と
も
プ
レ
ハ
ブ

な
ど
の
仮
設
建
物
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
ま

た
、
公
園
内
で
物
販
を
し
た
場
合
、
補
助
金

の
返
還
が
発
生
す
る
の
か
、
市
長
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

▲道の駅基本構想素案が公表された、るし
んふれ愛パーク

答
弁

道
の
駅
は
、
留
萌
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
を
発
信
す
る
広
告
塔
と
し
て
、
新
た

な
交
流
人
口
拡
大
の
方
策
実
現
に
向
け
、
地

域
外
か
ら
訪
れ
る
方
や
市
民
や
１
時
間
圏
内

の
方
に
親
し
ま
れ
る
道
の
駅
を
目
指
し
た
い
。

新
施
設
の
規
模
は
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
行

政
主
導
に
よ
る
公
共
施
設
だ
け
で
は
な
く
、

民
間
資
本
導
入
の
可
能
性
も
視
野
に
十
分
検

討
し
た
い
。
公
園
施
設
内
の
物
販
行
為
に
よ

る
、補
助
金
返
還
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、協

議
中
で
あ
る
た
め
、
今
後
お
答
え
し
た
い
。

質
問

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

通
常
の
業
務
で
あ
れ
ば
、
基
本
計
画
策
定

後
に
は
、
実
施
設
計
と
い
う
流
れ
に
な
る
と

考
え
る
が
予
定
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

　

ま
た
、
留
萌
と
同
時
期
に
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
る
遠
軽
で
は
構
想
か
ら
６
年
ほ
ど

か
け
て
準
備
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
留
萌
に
お
け
る
道
の
駅
設
置
に
向

け
た
工
程
に
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

今
年
中
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、
公

共
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
12
月

に
実
施
設
計
に
関
し
補
正
を
行
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
た
び
の
道
の
駅
オ
ー
プ
ン

に
向
け
た
期
間
は
短
い
と
考
え
る
が
、
諸
条

件
が
整
え
ば
可
能
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

無
理
が
生
じ
れ
ば
一
度
立
ち
止
り
、
新
た
な

方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

坂さ
か
も
と本　

 

茂し
げ
る

無
　
会
　
派

質
問

７
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
た
豪
雨

平
成
30
年 

第
３
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

第１常任委員会 行政視察　　■視察日程　７月３日～５日
■視察先　岩手県①遠野市「道の駅」 ②滝沢市「複合施設」 ③紫波町「複合施設」

　今回は、留萌市が船場公園の道の駅登録
申請に向け準備を進めていることから、全
国モデル道の駅６カ所に選定されている
「遠野風の丘」を視察。次に市の市庁舎を
はじめ、社会教育施設など、多くの公共施
設などの建替え、改修等の議論が本格化し
てくることから、滝沢市の複合施設「ビッ
グルーフ滝沢」、紫波町の複合施設「オガー
ル」を視察しました。
●道の駅「遠野風の丘」

▲多くのテナントが並ぶ道の駅

　年間利用者数は約 199 万人、年間販売
額６億円　雇用約 130 人。売れる商品の
検討、商品の入れ替えも含め、常にミーティ
ングをするなど研究熱心な方々で運営され
ています。東日本大震災ではこの道の駅を
拠点として活用しました。留萌市が登録予
定の道の駅も市内、管内への玄関としての
役割の中に災害時等は船場公園全体の活用
も必要なことから、災害拠点基地としての
利活用など、学べるものが多くありました。

●「ビッグルーフ滝沢」

▲可動式座席

　この施設は従来型の施設と違い、稼ぐ施
設として、どの部屋も飲食・飲酒を自由と
し、使用についても制約をしないことが基
本にあります。それにより多くの市民が利
用する空間となり、レストラン、産地直売
等消費活動で稼げることに繋がり、滝沢市
が目指す新しい賑わい創出になりました。
●「オガール」

▲マルシェ（地場産品売り場）

　民間の視点で、徹底的な採算モデルがデ
ザインされ、補助金に頼らないまちづくり
を進め、年間利用者は、100 万人を超え、
エリア従業員数も 250 人以上と多くの雇
用も生みだし、未利用地の有効活用、４カ
所に分散していた役場庁舎の新築移転、近
隣地区の不動産価格の上昇、さらには構想
段階から町民参加、民間活力の誘導等、多
くの効果があげられます。

行政視察を行いました！
　市議会では「行政視察」の重要性を認識しながらも、市の財政状況
を考慮し予算を要する行政視察は自主的に実施していませんでした。
各自治体の現状などを把握する必要性から、市の「新・財政健全化計
画」の終了を機に平成28年度から再開しました。

※「行政視察」とは、先進的な
取り組みを行っている自治
体を訪問、研修を行うこと
で議員の資質、政策能力お
よび政策提言能力などの向
上を図るものです。

▲遠野道の駅について説明を受ける委員
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留萌市議会だより 議会です こんにちは

ク
な
ど
を
通
じ
て
周
知
す
る
。
避
難
所
運
営

に
お
け
る
女
性
視
点
や
意
見
を
反
映
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
市
民
防
災
訓
練
な
ど
、
市

の
防
災
関
連
事
業
な
ど
で
、
女
性
視
点
を
取

り
入
れ
た
防
災
体
制
の
確
立
を
図
り
た
い
。

▲河川の水が氾濫危険水域に到達した八
線右沢

質
問

留
萌
市
の
子
育
て
政
策

　

市
内
の
保
育
園
で
発
生
し
て
い
る
待
機
児

童
の
状
況
と
待
機
児
童
解
消
策
、第
２
次「
留

萌
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

策
定
す
る
に
当
た
っ
て
の
子
育
て
ニ
ー
ズ
調

査
の
方
法
を
伺
い
た
い
。

答
弁

７
月
現
在
で
は
、
０
歳
児
４
人
が
待

機
児
童
と
な
っ
て
い
る
。
潜
在
保
育
士
が
市

内
の
保
育
園
で
勤
務
す
る
場
合
、
そ
の
子
ど

も
の
優
先
入
所
に
配
慮
し
た
保
育
の
調
整
指

数
に
加
点
す
る
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
で
、

保
育
士
確
保
と
待
機
児
童
の
解
消
が
図
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
保
育
所
の
利
用
に
関
す
る

規
則
を
一
部
改
正
し
た
。ニ
ー
ズ
調
査
は
、妊

産
婦
や
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
約

１
５
０
０
世
帯
を
対
象
に
11
月
下
旬
か
ら
来

年
１
月
に
か
け
て
、
調
査
票
を
配
布
、
来
年

３
月
ま
で
に
集
計
や
分
析
を
し
た
い
。

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

質
問

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
等
の
配
布
状
況
に
つ

い
て

　

昨
年
10
月
よ
り
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
配
布
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
配
布
状
況
は
。
ま
た
、
窓
口
に
来
ら

れ
な
い
方
へ
の
配
慮
や
マ
ー
ク
の
意
味
の
啓

発
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
外
部
障
が
い
の
方
で
時
に
助
け
が

必
要
な
方
や
発
達
障
害
が
あ
る
児
童
生
徒
な

ど
が
自
ら
支
援
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
説
明
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
災
害
時
用
に
持
つ

こ
と
は
可
能
か
。

▲昨年10月より配布されている「ヘルプ
カード」

答
弁

こ
れ
ま
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
16
枚
、

カ
ー
ド
は
13
枚
配
布
し
て
い
る
。
当
初
は
申

請
に
よ
り
お
渡
し
し
て
い
た
が
、
２
月
か
ら

は
申
請
不
要
と
な
り
、
郵
送
も
可
能
と
な
っ

た
。
公
共
施
設
16
カ
所
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー

で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
意
味
を
啓
発
し
て
い
る
。

　

周
囲
の
助
け
が
必
要
な
方
は
受
け
取
り
に

来
ら
れ
る
か
、
問
い
合
せ
て
ほ
し
い
。

質
問

道
路
脇
の
雑
草
刈
り
取
り
や
、
雪
の

堆
積
場
所
の
確
保
つ
い
て

　

雑
草
の
刈
り
取
り
に
つ
い
て
道
路
管
理
者

間
で
の
情
報
共
有
は
進
ん
で
い
る
か
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
除
雪
で
、
地
域
住

民
の
関
心
も
高
い
住
民
用
「
空
き
地
の
雪
の

堆
積
場
所
」
の
確
保
は
現
在
、
ど
の
程
度
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。

答
弁

道
路
は
通
年
で
の
維
持
管
理
を
考
え

る
こ
と
か
ら
、
夏
場
は
安
全
な
通
行
に
支
障

が
あ
る
場
合
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
美
化

と
い
う
観
点
で
は
、
環
境
美
化
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
地
域
と
連
携
し

て
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
。

　

現
在
、「
地
域
住
民
用
小
規
模
堆
雪
場
」
の

要
綱
を
策
定
中
で
あ
り
、
そ
の
要
綱
に
当
て

は
ま
る
約
30
カ
所
の
空
き
地
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
１
地
区
の
町
内
会
の
代
表

者
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
こ
こ
を
雪
の
堆

積
場
所
の
モ
デ
ル
地
区
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

災
害
か
ら
学
ぶ
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
で
は
12
カ
所
で

土
砂
崩
れ
が
発
生
。
人
身
事
故
に
及
ば
な
か

っ
た
こ
と
は
幸
い
と
し
つ
つ
も
、
崩
れ
た
崖

の
上
に
建
つ
家
屋
が
崩
れ
る
寸
前
の
極
め
て

危
険
な
状
況
に
置
か
れ
た
所
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
こ
の
12

カ
所
の
う
ち
７
カ
所
が
、
北
海
道
が
「
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
」
と
し
て
指
定
し
た
所

か
そ
の
周
辺
と
い
う
こ
と
。
市
内
に
66
カ
所

あ
る
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
の
防
災

対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
留
萌
川
水
系
の
大
和
田
遊
水
地
よ

り
上
流
で
、
留
萌
の
水
田
・
畑
の
約
７
割
近

い
農
地
と
作
物
が
浸
水
も
し
く
は
冠
水
の
被

害
を
受
け
た
こ
と
は
重
大
。
大
和
田
遊
水
地

よ
り
上
流
方
面
の
農
地
の
浸
水
・
冠
水
対
策

は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
市
と
し
て
関

係
方
面
に
強
力
に
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

▲峠下の冠水した水田

答
弁

66
か
所
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
土
質
調
査
も
す

る
な
ど
し
て
優
先
順
位
を
示
し
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。
留
萌
川
上
流
部
に
お
け
る
田
畑

の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
河
川
改
修
と
樋

門
機
能
の
両
面
か
ら
検
討
し
関
係
機
関
と
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問

生
活
支
援
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

　

療
育
手
帳
を
所
持
す
る
市
民
が
、
住
み
慣

れ
た
ま
ち
、
家
族
や
知
り
合
い
の
近
く
で
生

涯
を
安
心
し
て
過
ご
す
環
境
を
つ
く
る
こ
と

は
行
政
の
仕
事
で
あ
り
責
任
で
あ
る
。
現
在

市
内
に
は
こ
う
し
た
「
生
活
支
援
施
設
」
が

２
カ
所
あ
る
が
定
員
は
十
数
名
。
少
な
く
な

い
方
々
が
留
萌
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
。
北
海
道
や
社
会
福
祉
事

業
者
の
協
力
も
得
て
、
軽
作
業
所
の
併
設
も

考
慮
し
た
「
生
活
支
援
施
設
」
を
留
萌
に
つ

く
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

先
進
地
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
含
め
、
来

年
「
留
萌
市
障
が
い
支
援
計
画
」
を
見
直
す

際
に
取
り
上
げ
て
議
論
し
た
い
。

小お

　の野　

敏と
し
お雄

萌
芽
ク
ラ
ブ

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
今
後
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
見
直
し
問
題
の
今
後
の
方
向

性
、市
民
に
対
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
方
、留

萌
増
毛
間
廃
線
に
よ
る
譲
渡
財
産
の
調
査
の

進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

沿
線
自
治
体
で
存
続
の
可
能
性
を
探

り
つ
つ
連
携
し
て
情
報
収
集
し
て
共
通
課
題

の
協
議
を
進
め
る
。
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
公
共
交

通
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
い
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道

か
ら
の
提
供
情
報
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
中
で
情
報
提
供

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

譲
渡
財
産
の
危
険
度
調
査
は
終
了
し
て
い

な
い
。
利
活
用
策
を
検
討
し
な
が
ら
譲
渡
に

向
け
た
協
議
を
進
め
た
い
。

質
問

合
同
墓
の
詳
細
に
つ
い
て

　

合
同
墓
の
場
所
、
規
模
、
運
用
方
法
な
ど

概
要
に
つ
い
て
、
ま
た
設
置
に
向
け
て
市
民

ニ
ー
ズ
の
調
査
は
し
た
の
か
伺
う
。

▲合同墓の建設が予定されている市営墓
地

答
弁

市
営
墓
地
Ｅ
地
区
に
建
設
し
、
総
予

算
６
５
０
万
円
で
１
５
０
０
体
収
容
予
定
、

生
前
予
約
は
受
け
付
け
ず
、
利
用
料
１
体

３
万
円
と
す
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
は
実
施

し
て
い
な
い
が
今
後
の
市
民
の
声
に
耳
を
傾

け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

市
内
小
中
学
校
の
学
力
テ
ス
ト
に
つ

い
て

　

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と
学
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

小
学
校
４
科
目
、
中
学
校
１
科
目
で

全
国
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
た
。
小
学
校
算

数
や
中
学
校
の
数
学
で
課
題
が
残
っ
た
。

　

詳
細
な
結
果
は
、
12
月
頃
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
。
学
力
向
上
に
向
け
て
、
教

師
が
児
童
・
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
た
め
教
師
の
勤
務
環
境
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ

質
問

留
萌
市
の
防
災　

　

今
年
７
月
の
大
雨
で
河
川
水
位
が
氾
濫
危

険
水
位
に
到
達
し
た
た
め
、
避
難
指
示
を
発

令
し
た
が
、
対
象
地
域
の
住
民
の
約
２
割
し

か
避
難
し
な
か
っ
た
。
市
民
の
意
識
を
ど
う

判
断
し
て
い
る
か
。
避
難
指
示
や
避
難
勧
告

の
意
味
を
伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
は
考
え

て
い
る
の
か
。
避
難
所
運
営
に
女
性
視
点
を

取
り
入
れ
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
作
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
留
萌
で

も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

避
難
情
報
発
令
に
対
す
る
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
今
回
、
避
難
指
示
・
避
難
勧

告
の
発
令
対
象
に
な
っ
た
地
区
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
８
月
に
実
施
し
た
。
こ
の

結
果
を
元
に
今
後
の
避
難
情
報
の
発
令
に
向
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　議会運営委員会が検討している議会に
おけるＩＣＴを進めるための３つの重点
項目は、
　①資料のペーパーレス化の試行
　②インターネットの試験放送の実施 
　③マイクシステム等の調査研究　の３点です。
　６月の補正予算において、「インターネット放送の実
施」及び「マイクシステムの導入」が認められ、12 月
第４回定例会から本放送を実施することとなりました。
【PC・スマートフォン・タブレットでご覧になる場合】

　ブラウザで「http://www.e-rumoi.jp/gikai/」と
入力。または「留萌市議会」で検索。
　留萌市議会のホームページから「インターネッ
ト中継（一般質問）」をクリック。
※PC・スマートフォン・タブレットで視聴する
場合、ご契約によっては別途パケット通信料
がかかる場合がありますのでご注意ください。

インターネット中継（YouTube）
始まります！

12月第4回定例会一般質問から
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留萌市議会だより 議会です こんにちは

【総務費】
Ｑ現在収集している市史基礎資料
は、今後情報公開していくのか。

Ａ大変貴重な資料であり、整理後、
環境が整い次第公開したい。

Ｑ無償貸与している防災情報伝達機
器（防災行政ラジオ）の配布率
は。

▲市が無償貸与している防災行政ラジオ

Ａ津波予想地域に平成29年11月か
ら配布し、55.5％である。

Ｑお茶の間トークの実施状況で出張
トークが０回となっているが、市
からの発案がなかったのか。

Ａ各所管の方で出張トークという形
を使わないで説明していることも
あり、出張トークとしての広聴活
動では０回であった。
【民生費】
Ｑ高齢者除雪サービス事業の課題は。
Ａ除雪件数の増加は高齢者事業団の
除雪班を増やし対応していく。

Ｑ各所に配置されているAEDを24時
間利用可能にすべきでは。

Ａコミセン内に設置されたAEDは施
設利用者対象なので、時間外は救
急車を呼んでほしい。

Ｑデイサービスセンターはーとふる
運営委託において競争入札にすべ
き時期にきているのでは。

Ａ他市の状況も踏まえて調査してい
きたいと思う。
【衛生費】
Ｑエコライフ啓発活動委託における
市外委託業者選定については考慮
が必要ではないか。

Ａ今後の取り組みとしては、少しで
も留萌の力を発揮できるような形
がとれないか努力していく。
【労働費】
Ｑ留萌地域人材開発センターの移転
について協議進捗と課題は何か。

Ａ現在、事務レベルの協議中。施設
の老朽化の議論と旧北光中学校の
今後の利活用を協議していかなけ
ればならない。
【農林水産費】
Ｑアライグマは危険獣。ネズミ算式
に増えていく。対策をどのように
考えているか。

Ａアライグマは、ものすごい勢いで
増えている。退治できる箱ワナの
増量を考えている。

Ｑ新規就農者の収入は、どのくらい
か。資金不安はある。市独自の就
農支援はあるのか。

Ａ国の支援制度で150万円。市とし
ては、農地賃貸の支援などのほか
に就農５年以内であれば、初期の
設備投資に最高限度額300万円を
支援している。
【商工費】
Ｑ観光施設が整備されていない。環
境整備をしっかりしてほしい。

Ａ施設の管理全般を観光協会に委託
している。草刈りなどで人員や設
備等で難しい場合は、外注も含め
て実施してもらう指導をしたい。

Ｑインバウンドを含む、商店街集客
力向上支援補助金600万円は単年
度で目的達成したのか。

Ａ外国人観光客などの交流人口の取
り込みと商店街への集客を目的に
Wi-Fi機器の設置などを実施。今
後、活用状況を分析したい。イン
バウンドは、他の事業も連動し進
めたい。
【土木費】
Ｑ除雪を行う際に空き地など、何カ

所を排雪場所として利用している
のか。

Ａ全体で61カ所を公共空地、公園
空地、個人からの空地提供により
利用した。今後も市民の除雪への
不満解消のため、委託業者とのヒ
ヤリングを進めていきたい。

Ｑ公園長寿命化事業から６カ所の遊
具等の改修工事における選定順序
について伺う。

Ａ対象公園は37公園あり、遊具の
老朽化などの度合いで平成29年度
は６カ所を選定し使用できない状
態の遊具などの解消をすすめた。
Ｑ今後市営住宅の需要は高まる。個
々の家族構成に対応した住宅が必
要ではないか。

Ａ単身高齢者の応募が増えている傾
向がある。福祉住宅も含めた検討
を行っていきたい。
【教育費】
Ｑ学習補助員の役割とは。
Ａ小１プロブレム、中１ギャップと
いわれる新１年生が学ぶ環境が大
きく変わり戸惑いを持つ子どもた
ちなどに対し、学習補助員を配置
し、学びの定着などの補助を行っ
ている。

Ｑ給食における廃棄物の量と平成
28年度との比較について伺う。

▲ある日の給食

Ａ平成29年度は生ごみ、可燃・不
燃ごみ、資源ごみ合計26,792kg
で28年度は合計34,895kgであ
り、相対として8,103kgの減とな
っている。

決算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）９月18日から19日まで決算審査特別委員会を開きました。

　「市民と議会の意見交換
会」では、「議会が何をやっ
ているのか分からない」
「もっと議員から発信して
ほしい」という意見が多
く上げられた。また「議
員定数が削減されると市
民の声が市政に反映され
ないのでは」といった危
惧もあげられた。その声
に答えるには、この広報
誌では余りにも紙幅が限
られている。議会内で交
わされた議論の極々一部
をぎりぎりの所まで取捨
して出稿しなければなら
ない。各議員から出され
た原稿、一般質問の内容
は、どれをとっても議員
生命を掛けた活動の足跡
である。それを要約、割
愛するのは甚だ心苦しい
が基本的には予算の問題
が枷となっている。そう
いった条件の中で「何を
如何に」市民に伝えるか、
誌面をどう充実させるの
かが我々、広報常任委員
会の責だと思う。（土）

編集後記

こんなことが決まりました 平成30年 第３回定例会
９月４日～20日

　平成30年第３回定例会が17日間の会期で開催され、認定３件、報告３件、議案10件、意見書案
５件などを審議しました。

各組合議会からの報告
　平成30年６月20日に行われた第１回臨時会で
は「補正予算（第１号）について」など３件につ

いて審議を行い、全件可決しました。また、平成30年７月20日には北
海道消防学校（江別市）で、北海道消防操法訓練大会が開催され、今年
度は留萌消防組合留萌消防団が留萌管内代表として出場。大会当日は留
萌消防団をはじめ、全道各地の消防団が旺盛な
士気のもと訓練に臨む姿勢を目の当たりにし、
地域防災を担う消防団に関して、より一層の理
解を深めたところです。今後においても、留萌
消防組合議会として、地域の消防防災体制をさ
らに充実するべく努めていきます。

　平成30年第４回協議会を９月26日に開催。報
告事項で、１年間のごみ収集などに関する問い合

わせや苦情など受付状況について報告されました。留萌市は334件あり、
ごみの分別区分・種類についてが多く、増毛町は、ごみステーションの
破損など全体で35件、小平町は10件の問い合わせがありました。
　協議の後、留萌南部衛生組合所管施設・最終
処分場⇒有害鳥獣焼却施設及び生ごみ施設⇒衛
生センター⇒資源化施設を視察。特に７月の大
雨で地下ポンプ室の水没で一時的にし尿処理を
停止した衛生センターの現在の稼働状況につい
て確認しました。

留萌消防組合議会

留萌南部衛生組合議会

▲北海道消防操法訓練大会

▲し尿処理を行う衛生セン
ター（留萌市）

【認　　定】
•平成29年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について   ほか２件 ………………………… 認　　定
【報　　告】
•平成29年度留萌市の健全化判断比率の報告について  ほか２件 ………………………… 　  了
【議　　案】
•平成30年度留萌市一般会計補正予算（第５号）について
•留萌市営墓地条例の全部改正について
•留萌市幼児療育通園センター設置条例の一部を改正する条例制定について
•留萌市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定について
•留萌市議会会議規則の一部を改正する規則制定について ほか４件 ………………………… 原案可決
•留萌市教育委員会委員の任命について  …………………………………… 同　　意
【意見書案】
•林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書
•道教委「これからの高校づくりに関する指針」を 抜本的に見直し、すべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を求める意見書
•学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意見書
•児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 ほか１件 ………………………… 原案可決


